
合格できる理由❷

時間不足を解消する学習方法と合理的な解法

択一式試験 記述式試験

●記述式とのバランスの困難
●問題の長文化
●過去未出の知識への対応

●論文を構成する要素と配置の複雑化
●答案作成上の注意事項の読み取りの困難
●答案用紙への記載量の増加
●問題分の長文化

午後の部の時間不足の問題点

時間を
かけさせられる

使える時間の
減少

「午後の部」の時間不足を解消！

全ての必要な知識を身につけること、残念ながらそれだけでは「確実な合格の方法」とは呼べません。
新形式の出題や、特に午後の部の時間不足の対策のために身につけた知識を確実に答案に反映するためのテクニックも要求されているのです。
そこで、「上級総合本科生」では知識をどう覚えていくかから始まって問題文の読み方から答案用紙の作成方法まで本試験で確実に得点を取るため
の「テクニック」まで余すところなくお伝えしていきます。

択一式試験対策の合理的な学習・解答方法 記述式試験対策の合理的な学習・解答方法
細かな知識まで確実に！

「テキストの問題化」での徹底したインプット

テクニック テクニック

短時間で確実に正解を導きだす！
具体的な「解法テクニック」の解説

正確に論点を抽出・検討する！
「論点検討作業」

問題文から答案に必要な情報を抜き出す！
「答案作成作業」

全知識の網羅も合格するための解法も本試験で忘れてしまっていたのであれば、それは価値を持ちません。広範囲を深く学習するからこそ、着実に
知識・解法を定着させるための繰り返し学習は必要不可欠です。上級総合本科生は択一式対策・記述式対策ともに理論編で基礎・土台を固め、
実践編でそれを使った解法を実践するという回転式カリキュラムを採用しています！

身につけた知識を確実に定着させる！
合格できる理由❸

回転式カリキュラム
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中上級コース「上級総合本科生」の回転式カリキュラム

択一式対策講座
【理論編 INPUT 】
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理論編で固めた知識を実践し、使える知識に変換する。
より短時間で確実な正解を導くための合理的な解法テ
クニックも解説。

過去問や出題可能性のある論点を題材とした大量の論点別
記述式問題を演習し、習得した解法テクニックを実践する。

固めた主要4科目の知識を土台に、記述
式の読取方法や解法テクニックをスムー
ズに身につけることができる。

出題される可能性のある論点を網羅的に扱い、土台となる知
識をしっかり固める。論点を横断的に整理することができる。

択一式対策講座
【実践編 OUTPUT 】

記述式対策講座
【理論編 INPUT 】
【実践編 OUTPUT 】【実践編




